
486 大気電気シンポジウムと大気電気研究会の発足

が主放電から雲内微細放電の集合に次第に移行すること

が述べられた．

　河村達雄：放電物理と雷災防止

　雷災防止は大気電気の研究を実際面へ応用する場合の

最大の課題の一つであり，本報告は電力関係の雷災防止

の実態と，これに関連した放電物理研究の現状について

行なわれた．最近のエレクト・ニクスの長足の進歩に伴

ない，例えば10－9秒の分解能をもったイメージコソバ

ータ使用の高速カメラなど，新しい技術による長間隙放

電実験と，それを雷放電に結びっけた解析が先ず紹介さ

れた．一方雷放電自体についても分光スペクトル解析に

よって落雷主放電路の温度と電子密度が推定され，放電

実験と比較された．次に電力設備の耐雷設計上の技術的

諸問題に関連して，送電線への誘導あるいは直撃雷電

圧，雷電流の実測結果とともに，架空地線の雷に対する

遮蔽効果などが論じられた．また電力施設の耐雷設計を

効率的に行なうための襲雷頻度資料を得るため，雷放電

カウソターが作られ，それを全国に分布してIKL地図

（年間雷雨日数の等頻度地図）との比較を行なっている

実状が報告された．カウソターについては，更に対地放

電を雲間放電と区別して計数する必要があり，そのため

二つの異なる周波数で同時受信して比較計数する方法が

考えれらている．

　大林辰蔵：宇宙空間の電気学

　宇宙空間の間題は大気電気学の領域ではもっとも新し

く，未知の点が非常に多い分野である．地上の大気電気

にくらべて宇宙空間電気の特徴として言えることは，大

気の密度の稀薄なこと，しかし電離の相対的な密度が非

常に高く電気伝導度は地上の何億倍にも達すること，従

って磁力の効果を甚だしくうけること，また地球の何倍

もある遠く数億粁に達する非常に大きな規模の現象が対

象となることなどであろう．以上の前おきのもとに，太

陽爆発時の太陽からの高エネルギー微粒子の流れ（太陽

風），バソアレソ帯，オー・ラをおこす微粒子の起源の

問題，電離層内の電場は1mV／mの程度であり，それ

がオー・ラの中でも正常値の10倍位にしか増加しないら

しいということ，また磁気圏内で電場，磁場の影響によ

ってひきおこされる大規模な対流の間題などが論じられ

た．最後に地球以外の他の衛星上の大気電気の話題など

が短かい時間にもかかわらず，分り易く紹介された．

　　　　　　　　　　　　　（高木増美　名大空電研）
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